
 

 

2019 AUTOBACS SUPER GT Report 

AUTOPOLIS GT 300km RACE 

第６戦 オートポリス 

ZENT CERUMO LC500 

#38 ⽴川祐路／⽯浦宏明 
◆９⽉７⽇（⼟） QUALIFY 

公式予選総合結果 ８位 
 

 チャンピオン争いを考えても“落とせない”
⼀戦だった SUPER GT 第５戦富⼠を、まさか
のアクシデントというかたちで落としてしま
った LEXUS TEAM ZENT CERUMO。タイ
トル争いに残る上でも、終盤３戦でもう決し
て無得点で終わるわけにはいかず、かつ優勝
が求められる状況となった。そんな⼀戦から

約１ヶ⽉。シーズン終盤３戦の幕開けとなる第６戦オートポリスを迎えた。 
 
 前戦にダメージを負った ZENT CERUMO LC500 を修復し、かつミスをしっ
かりと検証した LEXUS TEAM ZENT CERUMO は、まずは９⽉７⽇（⼟）午
前８時 50 分からスタートした公式練習で、⽴川祐路にステアリングを託した。
台⾵の影響により前⽇は強い⾵が吹いていたが、この⽇は曇天ながらドライ。
⽴川はまずは 13 周をこなし、１分 35 秒 901 をマークすると、⽯浦宏明に交代
した。 
 
 ⽴川からのインフォメーションは、フィーリ
ングとしては上々。交代した⽯浦も、周回を重
ねるごとにいいフィーリングを感じ取りながら
17 周をこなすと、１分 35 秒 062 というベスト
タイムをマーク。ZENT CERUMO LC500 は午



 

 

前の公式練習を６番⼿で終えることになった。 
 
 多くのファンが訪れたピットウォークをこなしながら、迎えた午後２時 30 分
からの公式予選。Q1 を担当したのは⽯浦だ。天候は曇りではあるものの、GT500
クラスの Q1 開始直前から⽇射しも出はじめ、しばらく⾬の⼼配もなさそうだ。 
 

 Q1 残り６分というタイミングからコースイ
ンした⽯浦は、まずはウォームアップを１分
43 秒 536 で終えると、翌周にはフィーリング
はいまひとつながら、１分 34 秒 733 をマーク。
アタック⼀閃で２番⼿と好位置につける。その
まま⽯浦はピットに戻り、しっかりと Q1 突破

という仕事を果たすことになった。 
 
 GT300 クラスの公式予選 Q2 をはさみ、午後２時 33 分からスタートした
GT500 クラスの Q2。ステアリングを握ったのは⽴川だ。途中、急速に雲が広
がり空が暗くなったが、路⾯はドライのまま。⾃⾝がもつ最多ポールポジショ
ン記録更新の期待もかかるなか、ウォームアップを⾏っていくと、アタックに
⼊っていった。 
 
 ライバルたちが 1 分 33 秒台のタイムをマークしていくなか、メインストレー
トに戻ってきた⽴川のタイムは１分 35 秒 087。期待に反して、なぜかいまひと
つ伸びないまま、８番⼿という順位で予選を終えることになってしまった。 
 
 ピットに戻ってきた⽴川は、グリップ感
の不⾜を訴えた。なぜこうなってしまった
のかは不明ではあるが、Q1 の⽯浦の時点
でグリップが⾜りない印象はあったが、
Q2 に向けて路気温が下がってしまったこ
とで、グリップ不⾜が加速してしまったの
ではないかと予想された。 
 



 

 

 とはいえ、フィーリングは決して悪いわけではない。なおかつ、９⽉８⽇（⽇）
の決勝⽇は天候が予想がつかない。ここで勝負をつけるのは、レース全体をマ
ネージメントするチームのポテンシャルとドライバーの⼒だ。LEXUS TEAM 
ZENT CERUMO はあらゆる状況に対応するべくシミュレーションを⾏い、決
勝レースに挑むことになる。 
 
ドライバー／⽴川祐路 
「⾛り出しからフィーリングは悪いものではなく、予選に向けた
タイヤ選択を含めて、公式練習は順調に進めることができたと思
います。ただ公式予選 Q2 では、⾃分のアタックのタイミングで
なぜかグリップしてくれないようなイメージになってしまい、苦
しい予選になってしまいました。もう少しうまく決めたいとは思
いましたが……。ライバルが予選では速いのですが、このオートポリスはいつ
もタイヤに厳しかったり、ピックアップもしやすいコースです。予選順位のま
まいくようなレースにはならないと思いますので、明⽇はしっかりと挽回した
いですね」 
 
ドライバー／⽯浦宏明 
「午前の公式練習は、オートポリスの特性として
GT300 ⾞両とのトラフィックのなかで⾛らざるを得
ず、専有⾛⾏の時間にニュータイヤを履くまで、⾃信
をもってクルマを評価することがなかなかできなか
ったのですが、その後しっかり確認することができたので、微調整程度で進め
ることができました。タイヤ選択もうまくいき、予選を迎えることができまし
た。Q1 ではグリップ感をそこまで感じることができなかったので少し焦りまし
たが、とはいえ 2 番⼿だったので良かったです。Q2 の⽴川選⼿のときには、気
温が下がったことが我々には合わなかったかもしれません。8 番⼿というグリッ
ドにはなりましたが、明⽇は全員で⼒を合わせて、チャンピオンシップに踏み
とどまれるように頑張りたいと思います」 
 
⽴川祐路総監督 
「前戦はとても残念な結果となってしまいましたが、チームはクルマをしっか



 

 

り元に戻してくれましたし、全体としても終盤戦に向けて問題がない状態に戻
っていると思います。前戦、ミスにより失ってしまった分を残りの３レースで
取り返せるようなレースをしなければなりませんし、今回のレースも優勝を⽬
指して頑張っていきたいと思います」 
 
村⽥淳⼀監督 
「⽯浦宏明選⼿は Q1 を２番⼿で突破してくれたにも関わらず、⽴川選⼿がアタ
ックするタイミングではなぜかバランスもグリップ感も崩れてしまいました。
気温なのか路⾯温度なのか、それとも別の問題なのか、いまエンジニアが解析
してくれているところです。とはいえ、明⽇の決勝は⾬の天気予報もありなが
らも、今のところまだコンディションを読みづらいところです。ライバルはこ
のオートポリスでは悩みも多いはずなので、レクサス勢の強みを出すことがで
きると思います。シミュレーションを重ねて混戦を避けつつ、しっかりと戦い
抜き上位フィニッシュしたいと思います 
 

 
 
 
 
 
 



 

 

予選結果表 
 

Rank Car No. CarName Q1 Time Q2 Time 

1 17 KEIHIN NSX-GT 1'34.415 1'33.262 

2 8 ARTA NSX-GT 1'35.382 1'33.967 

3 24 REALIZE CORPORATION ADVAN GT-R 1'35.176 1'33.978 

4 36 au TOM'S LC500 1'35.060 1'34.328 

5 39 DENSO KOBELCO SARD LC500 1'35.118 1'34.725 

6 3 CRAFTSPORTS MOTUL GT-R 1'35.600 1'34.855 

7 37 KeePer TOM'S LC500 1'35.105 1'34.935 

8 38 ZENT CERUMO LC500 1'34.733 1'35.087 

9 19 WedsSport ADVAN LC500 1'35.728  

10 23 MOTUL AUTECH GT-R 1'35.825  

11 16 MOTUL MUGEN NSX-GT 1'35.843  

12 1 RAYBRIG NSX-GT 1'35.846  

13 64 Modulo Epson NSX-GT 1'36.326  

14 6 WAKO'S 4CR LC500 1'36.416  

15 12 カルソニック IMPUL GT-R 1'36.629  

 


